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更
新

の
講
義
内
容

『
庭
訓
往
來
』
の
注
釈
書
『
庭
訓
往
來
註
』
『
庭
訓
往
來
抄
』

17

「
庭
訓
」
と
い
う
こ
と
ば

「
庭
訓
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
鎌
倉
時
代
に
広
く
流
行
し
た
語
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
藤
原
定
家
も
『
僻
案
抄
』
の
奥

書
に
、往

年
治
承
之
比
古
今
後
撰
両
集
受
庭
訓
之
口
傳
年
序
巳
久
矣
…
…

と
記
載
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
原
中
最
秘
抄
』
の
跋
文
に
も
、

蒙
二

条
々
御
庭
訓
一

畢

と
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
天
理
図
書
館
蔵
『
幻
中
類
林
』
〔
至
德
三
年
成
〕
に
「
庭
云
」
の
語
や
、
卷
末
部
分
に
「
作

者
の
心
の
た
か
さ
に
は
と
そ
庭
訓
し
侍
し
と
な
ん
、
な
を
た
ゝ
か
や
う
の
事
は
博
学
に
と
ふ
ら
ひ
て
治
定
す
へ
き
も
の

也
」
と
云
う
記
載
が
あ
っ
て
、
家
学
の
傳
授
と
い
う
場
で
、
子
弟
に
対
す
る
庭
訓
の
教
え
を
意
識
し
て
用
い
た
こ
と
が

見
て
取
れ
よ
う
。
こ
の
徃
來
物
資
料
に
も
こ
の
「
庭
訓
」
な
る
語
を
冠
し
て
用
い
た
の
が
こ
の
『
庭
訓
往
來
』
と
い
う

徃
來
物
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
鎌
倉
時
代
の
末
の
正
平
五
年(
一
三
五
〇)

が
上
限
で
あ
り
、
江
戸
時
代
そ
し
て
、
近
代

明
治
時
代
に
亘
っ
て
最
も
広
く
普
及
し
た
の
が
こ
の
『
庭
訓
往
來
』
な
の
で
あ
る
。
最
古
の
写
本
と
し
て
は
、
成
立
か

ら
三
六
年
後
の
「
至
徳
三
年(

一
三
八
六)

霜
月
三
日
豊
前
守
朝
英
書
之
」
の
奥
書
を
有
す
る
島
根
県
出
雲
市
神
門
寺
藏

の
上
下
二
冊
完
本
が
毎
日
新
聞
社
朝
刊
昭
和
五
七(

一
九
八
二)

年
一
二
月
六
日(

月
曜
日)

付
の
朝
刊
総
合(

３)

記
事
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
全
文
は
、
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「
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
広
く
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た

庭
訓
往
來
の
最
も
古
い
写
本
が
、
島
根
県
出
雲
市
塩
冶
町
、
淨
土
宗
神
門
寺(

神

て
い
き
ん
お
う
ら
い

か

ん

ど

じ

谷
隆
秀
住
職)

に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
上
横
手
雅
敬
・
京
大
教
授(

日
本
中
世

史)

の
調
査
で
五
日
、
確
認

さ
れ
た
。
全
国
に
三
十
種
あ

る
こ
れ
ま
で
の
写
本
の
う

ち
、
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い

た
奈
良
・
天
理
図
書
館
所
蔵

分
よ
り
六
十
五
年
も
さ
か
の

ぼ
る
、
南
北
朝
の
至
德
三
年

(

一
三
八
六)

の
書
写
。
庭
訓

往
來
は
原
本
が
現
存
せ
ず
作

者
も
わ
か
っ
て
い
な
い
だ
け

に
原
本
に
近
い
写
本
が
確
認

さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
庭

訓
往
來
は
一
年
分
の
手
紙
の

や
り
と
り
で
構
成
、
手
紙
文

の
間
に
生
活
、
職
業
、
宗
教

な
ど
に
ゆ
か
り
の
言
葉
を
単

語
集
ふ
う
に
列
記
。
手
紙
の
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題
材
に
は
年
賀
の
辞
、
領
地
仕
置
の
状
況
、
盗
賊
討
伐
へ
の
出
陣
、
司
法
制
度
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
材
に
使
わ
れ
た
。
上
横
手

教
授
の
調
べ
に
よ
る
と
、
神
門
寺
の
写
本
は
上
下
二
卷
で
、
完
全
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
後
世
に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
下
卷
奥
書
に
本
文
と
同
じ
筆
跡
で
「
至
德
三
年
霜
月
三
日
豊
前
守
朝
英
書
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
教
授
は

「
原
本
に
ぐ
っ
と
近
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
心
強
い
。
武
士
、
庶
民
の
勢
力
向
上
期
で
あ
っ
た
中
世
の
庶
民
教
育
の
足
ど
り
を
探
る
材
料

に
で
き
る
。
原
本
が
出
来
た
の
は
こ
の
写
本
よ
り
せ
い
ぜ
い
二
十
年
前
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。
」

と
あ
っ
て
、
大
見
出
し
に
「
最
古
の
「
庭
訓
往
來
」
み
つ
か
る
」
中
見
出
し
に
「

中
・
近
世

の
教
科
書

南
北
朝
時
代
の
写
本
」
と
記
載

し
、
下
卷
末
尾
の
写
真
を
掲
載
す
る
。
こ
の
資
料
は
、
現
在
も
影
印
資
料
が
未
公
開
と
な
っ
て
い
て
い
る
。

※
至
德
三
年
〔
神
門
寺
本
〕
写

上
卷
冒
頭
部
と
下
卷
末
尾
識
語
部

こ
の
『
庭
訓
往
來
』
の
研
究
が
な
さ
れ
た
文
献
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
新
聞
記
事
に
見
え
る
天
理
図
書
館
所
蔵
宝
徳

三
年(

一
四
五
一)

写
本
、
石
川
松
太
郎
氏(
謙
堂
文
庫)

蔵
伝
經
覺
本(

室
町
時
代
中
期
、
文
明
五
年(

一
四
七
三)

以
前

写)

、
阪
本
龍
門
文
庫
藏
文
明
一
四
年(

一
四
八
二)

写
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
文
明
一
七
年(

一
四
八
五)

写
本
、
国
立
国
会

図
書
館
蔵
天
文
五
年(

一
五
三
六)

写
本
、
同
図
書
館
蔵
天
文
一
八
年(

一
五
四
九)

写
本
、
内
閣
文
庫
藏
室
町
時
代
写
本
、

東
洋
文
庫
藏
室
町
時
代
末
期
写
本
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
近
年
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
古
写
本
の
影
印

が
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
と
、
龍
門
文
庫
藏
『
庭

訓
往
來
』(

上
記
の
文
明
一
四
年
で
な
い)

、
広
島
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
庭
訓
往
来
』
が
あ
る
。

『
庭
訓
往
來
註
』
の
諸
本

『
庭
訓
徃
來
註
』(

真
名
抄)

の
現
存
す
る
諸
本
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(

１)

国
立
国
会
図
書
館

左
貫
注
庭
訓
徃
来

写
〔
享
禄
天
文
〕

(

２)

謙
堂
文
庫

庭
訓
徃
来
註

写

→
影
印
『
徃
来
大
系
』(

大
空
社
刊)

(

３)

東
大
史
料
編
纂
所

庭
訓
徃
来

影
写

(

４)

国
立
国
会
図
書
館

庭
訓
徃
来
鈔

写

(

５)

静
嘉
堂
文
庫

庭
訓
徃
来
鈔

写

(

６)

静
嘉
堂
文
庫

注
釈
庭
訓
徃
来

写
〔
慶
長
十
二
年
〕

(

７)

静
嘉
堂
文
庫

庭
訓
徃
来
古
抄
本

写

(

８)

東
洋
文
庫

庭
訓
之
抄

写

(

９)

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

庭
訓
徃
来
抄

写

(
)

東
大
国
語
研
究
室

庭
訓
徃
来
抄
蓮
池
堂

写

10

(
)

天
理
図
書
館

庭
訓
徃
来
註
入

写

11

(
)

東
大
図
書
館

庭
訓
徃
来
古
註

写
〔
文
明
前
後
カ
〕
→
翻
刻
『
教
科
書
大
系
』

12

(
)

国
会
図
書
館

庭
訓
徃
来

写

13

(
)

東
大
国
語
研
究
室

庭
訓
徃
来
黒
川
本

写

14

(
)

東
大
国
語
研
究
室

庭
訓
徃
来

写

15
次
に
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
こ
の
徃
來
物
を
引
用
し
た
古
辞
書
と
し
て
文
安
元
年
成
立
の
『
下
學
集
』
、
そ
し
て
こ

れ
を
継
承
す
る
広
本
『
節
用
集
』
な
ど
が
知
ら
れ
、
こ
の
古
辞
書
の
語
注
記
内
容
を
引
用
す
る
の
が
『
庭
訓
往
來
』
の

注
釈
書
『
庭
訓
徃
來
註
』
な
る
注
釈
書
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
古
辞
書
『
運
歩
色
葉
集
』
や
印
度
本
『
節
用
集
』

類
が
『
庭
訓
徃
來
註
』
の
注
記
語
を
以
て
、
幾
重
ね
に
も
輻
輳
さ
せ
な
が
ら
引
用
し
て
い
て
、
当
に
言
語
習
得
の
鍛
錬
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を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
古
写
本
を
少
し
く
紹
介
し
て
お
こ
う
。
冒
頭
二
枚
目
の
部
分
で
、
「
子
日
」

や
「
谷
鶯
」
「
小
蝶
」
「
楊
弓
」
な
ど
の
語
が
本
文
に
見
え
、
こ
れ
に
割
り
注
に
し
て
和
式
漢
文
体
で
注
釈
を
施
し
て

い
る
。
こ
の
注
釈
を
超
え
て
、
所
持
者
が
こ
れ
に
更
な
る
注
釈
を
各
々
異
な
る
注
釈
に
し
て
欄
外
に
記
載
す
る
。
そ
の

共
通
性
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
独
自
な
箇
所
も
あ
っ
て
中
世
室
町
時
代
の
国
語
資
料
と
し
て
当
代
の
言
語
情
報
空
間
を

考
え
た
場
合
、
第
一
級
の
資
料
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
内
容
の
解
析
は
見
逃
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。

◆
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
→
◆

↑

↓

『
庭
訓
徃
來
』
標
記
語
→
『
下
学
集
』
真
字
文
注
記
→
『
庭
訓
徃
來
註
』
真
字
文
注
記
…
…
→
『
運
歩
色
葉
集
』
語
注
記

↓

∥

↑
↓

◆

◆
…
…
…
…
…
…
…
…
→
伊
勢
本
系
統

広
本
『
節
用
集
』
系
統
本

◆
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
→

↓
〔
印
度
本
系
統
〕

弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』

永
禄
二
年
本
『
節
用
集
』

永
禄
十
一
年
本
『
節
用
集
』
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阪
本
龍
門
文
庫
藏
本

「
子
日
遊
」
の
欄
外
注
記

ア
ソ
ビ

家
持
作

子
日

初
春
子

ノ

日
ノ

今
日

ノ

玉
箒
手

ニ

取
カ
ラ
ニ

融
玉
ノ
緒
ト
ハ
延
命
千
秋
万
歳

ノ

義
也

子

芹

丑

薺

畜

五
行

卯

箱
平

辰

仏
座

巳

土
筆

午

蕙

未

土
筆

申

仏
座

酉

箱
平

戊

五
行

亥

薺
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名
古
屋
蓬
左
文
庫
蔵
本

初
月
初
子
日
玉
帚
ヲ
白
官
被
下
融
ク
。
玉
緒

ト
ハ

延
命

千
秋
万
歳
ト
云
事
也
。
中
納
言
家
持
作
題

ス
二

子
日

ヲ
一

。

ア
ラ
玉
ノ
初
子
ノ
今
日
ノ
玉
帚
手
ニ
取
ル
カ
ラ
ニ
ユ

ラ
ク
玉
ノ
ヲ

五
色
ノ
絲
ヲ
以
テ
天
子
ノ
后
正
月
初
子
ニ
簪
ヲ
ナ
テ
ヽ

玉
フ
。
是
―
―
ト
云
ヘ
リ
。
此
説
好
欤
。
玉
ノ
緒
ハ
命

也
。
ユ
ラ
ク
ハ
長
キ
添
也
。
志
賀
寺
聖
人
二
条
后
ヲ
見

上
テ
戀
病
ト
ナ
リ
給
ヌ
。
見
初
シ
時
后
ノ
手
ヲ
取
此
歌

ヲ
詠
ス
ル
ト
云
也
。
返
哥
曰

イ
サ
サ
ラ
ハ
真
ノ
道
ニ
契
ナ
ハ
我
共
イ
ヽ
ナ
キ
ユ
ラ

ク
玉
ノ
ヲ

此
歌
不
審
々
々
。

賈
嶋
詩
曰

鶏
既
ニ
鳴
忠
臣
待
レ

旦

鴬
未
出
遺
賢
在

谷異
ニ
ハ
笠
懸
ハ
神
武
偉
異
国
鬼
退
治
之
偉
九
州
筑
前
之

国
箱
崎
之
浦
濱
ニ
遊
ス
ト
云
説
有
。
笠
ト
ハ
大
弓
馬
上

射
也
。

子
芥

丑
薺

畜
五
行

卯
箱
平

辰
仏
座

巳
土
筆

午
蕙

未
土
筆

申
仏
座

酉
箱
平

戊
五
行

亥
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薺的
ヲ
皮
ヲ
以
テ
張
テ
ヤ
ブ
サ
メ
ノ
如
ク
射
也
。
上
古
ハ
的
ヲ
笠
ノ
ナ
リ
ニ
張
テ
射
也
。
故
ニ
云
也
。
其
后
頼
朝
ノ
笠
懸

野
テ
的
ヲ
射
サ
せ
ル
時
赤
城
山
ノ
風
ニ
吹
レ
テ
笠
カ
ノ
ケ
カ
ブ
ト
ニ
キ
ナ
シ
タ
ル
ヲ
却
テ
面
白
ト
云
テ
其
ヨ
リ
后
ニ
笠

ヲ
ノ
ケ
甲
ニ
着
射
也
。
因
レ

其
笠
懸
野
ト
名
ク
ル
也
。
小
串
ト
ハ
的
ヲ
三
指
モ
ア
リ
。
又
ハ
的
ヲ
一
ニ
兎
三
ノ
生
物
ヲ

畫
ク
也
。
的
ニ
絲
ヲ
端
ニ
串
ヲ
付
テ
上
ノ
付
タ
ル
絲
ノ
上
ノ
樣
木
ニ
サ
シ
左
右
絲
ヲ
ハ
左
右
ノ
南
山
ニ
サ
ス
也
。
□
ニ

云
此
的
ノ
中
ニ
三
ツ
生
物
ヲ
畫
上
ハ
雁
ヲ
畫
也
。
三
ノ
生
物
ノ
間
モ
カ
リ
ト
云
也
。
是
ニ
射
當
タ
ル
ヲ
勝
ツ
ト
云
也
。
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古
版
『
庭
訓
往
來
註
』
〔
架
蔵
本
〕

正
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
異
名
語

朔
日
は
、
「
つ
い
た
ち
」
…
「
鷄
日
」

「
二
日
」
…
「
狗
日
」

元
三
は
、
「
三
日
」
…
…
…
「
猪
日
」

「
四
日
」
…
「
羊
日
」

ヤ
ウ

「
五
日
」
…
「
牛
日
」

ギ
ウ

「
六
日
」
…
「
馬
日
」

五
節
句
第
一

「
七
日
」
…
「
人
日
」

ジ
ン

※
天
竺
佛
性
國
説
話
を
引
用
す
る

「
子

ノ

日
ノ

遊
」

ア
ソ
ビ

「
谷

鶯
」

タ
ニ
ノ
ウ
グ
ヒ
ス

「
小
蝶
」

コ

テ

フ

「
楊
弓
」

ヤ
ウ
キ
ウ

「
笠
懸
」

カ
サ
ガ
ケ

「
小
串
之
會
」

ヲ

グ

シ

ク
ハ
イ

「
草
鹿
」

ク
サ
ジ
ヽ
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『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
状

『
運
歩
色
葉
集
』「
朔
日
」(2006.02.18)

。
「
无
三
→
元
三
」(2006.02.19

)

。

↓

以
テ
二

朔
日
无
三
ノ

次
ヲ
一

可
二

急
キ

申
一

之
處

朔
ハ
蘇
也
。
生
也
。
革
也
。
推
而
可
レ

知
。
晦
ハ
灰
也
。
灰
ハ
死
也
。

005一
月
終
ニ
死
之
義
也
。
日
月
ハ
地
神
第
三
天
津
彦
火
々
瓊
々
杵
ノ
尊
ノ
御
宇
始
也
。
元
ト
ハ
始
也
。
旦
ヲ
云
也
。
三
ハ
歳

ホ

ヽ

ニ

ヽ

キ

月
日
ノ
始
也
。
用
コ
ト
二

三
日
ヲ
一

、
上
古
ニ
ハ
正
月
ノ
祝
ヲ
廿
日
及
也
。
自
二

中
此
一

餘
リ
ニ
長
キ
ハ
故
ニ
十
五
日
。
又
ハ
三

ヶ
日
ニ
縮
ル
也
。
急
ト
ハ
君
ニ
礼
ヲ
早
也
。

〔
謙
堂
文
庫
蔵
四
右
②
〕

『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
状

『
運
歩
色
葉
集
』
「
人
日
」(2000.01.07)

。
「
子
日
」(1999.11.07

)
。
「
遊
」

↓

(2006.02.27
)

。

被
レ

駈
二-

催
人
々
子
日
ノ

遊
ニ
一

之
間

人
々
ト
ハ
公
家
殿
上
人
也
。
子
日
ハ
正
月
初
子
也
。
接
家
ニ
ハ
初
子
ニ
出
二

006南
都
一

為
レ

不
レ

犯
二

風
雨
雪
霜
一

也
。
又
泰
山
府
君
ヲ
此
日
祭
ル
也
。
泰
山
府
君
ハ
南
極
壽
星
老
人
ノ
亊
也
。
此
星
ハ
福
祿

壽
ノ
掌
ル
レ

三
ヲ
也
。
故
悅
初
子
ニ
祭
也
。
或
初
子
ニ
祭
コ
ト
ハ
天
子
ハ
庶
民
ノ
上
、
子
ハ
十
二
支
ノ
上
也
。
故
比
二

天
子
ニ
一

祭
也
。
祭
過
レ
ハ
公
卿
各
自
二

禁
中
一

出
レ

東
ニ
用
二

詩
歌
管
絃
遊
一

也
。
仍
老
松
ニ
テ
摩
腰
ヲ
又
三
尺
ノ
稚
松
ヲ
根
引
シ
テ
五

ワ
カ

色
ノ
絲
ヲ
以
テ
箒
記
ニ
結
テ
摩
レ

身
掃
二

座
敷
ヲ
一

也
。
是
可
レ

保
二

万
歳
ノ
齢
ヲ
一

義
也
。
子
日
ノ
詩
ニ
云
。
倚
テ
二

松
根
ニ
一

摩

レ

腰
ヲ
千
年
ノ
翠
滿
レ

手
ニ
。
同
歌
ニ
云
、
子
日
ス
ル
野
邊
ニ
小
松
ノ
无
リ
セ
ハ
千
代
ノ

樣
ニ
何
ヲ
引
マ
シ
。
又
自
二

正
月
一
日

ヘ

タ
メ
シ

七
日
ニ
テ
日
定
ル
也
。
鷄
・
狗
・
猪
・
羊
・
牛
・
馬
・
人
。
八
日
ヲ
曰
二

穀
日
一

。
見
タ
リ
二

荊
楚
記
ニ
一

。
或
書
云
、
七
日

ヲ
人
日
ト
云
ハ
五
節
ノ
初
也
。
節
ハ
爲
二

若
菜
ノ
節
ト
一

。
此
日
以
二

七
種
菜
ヲ
一

作
レ

羮
食
レ

之
則
人
无
二

病
患
一

也
。
七
草
ハ

芹
薺
勤
荊
箱
平
佛
ノ
座
田
苹
須
々
白
此
ヤ
七
草
。
又
芹
薺
五
行
田
平
子
佛
座
須
々
子

蕙

是
ヤ
七
草
也
。
子
日
ト
与
二

人

ゴ
ギ
ヤ
フ

ス
ヽ
シ
ロ

日
一

用
ル
コ
ト
レ

一
ニ
自
二

中
古
一

以
来
也
。
又
正
月
七
日
三
月
三
日
五
月
五
日
八
月
一
日
九
月
九
日
皆
為
二

悪
日
一

此
日
調
二

伏
ス
蚩
尤
ヲ
一

也
。〔
謙
堂
文
庫
藏
四
右
⑨
〕

『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
条

『
運
歩
色
葉
集
』「
乍
思
」(2006.02.20)

。
「
延
引
」(2006.02.21

)

。
「
谷

鶯
」

え
ん
い
ん

た
に
の
う
ぐ
い
す

↓
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(2006.02.22
)

。
「
擔
花
」(2006.02.23

)

。

の
き
の
は
な

乍
レ

思
延-

引
ス
。
似
タ
リ
下

谷
鶯
忘
二

擔
花
一

言
鶯
依
二

我
宿
ノ
寒
ニ
一

人
家
ハ
暖
ニ
シ
テ
而
花
ノ
咲
ヲ
似
レ

忘
ニ
。
谷

007ハ
爲
レ

可
レ

謂
レ

寒
ヲ
。
花
ハ
者
唐
ニ
ハ
李
也
。
日
本
ニ
ハ
櫻
ヲ
云
。
爰
ニ
ハ
梅
ヲ
云
也
。

〔
謙
堂
文
庫
藏
四
左
④
〕

『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
条

『
運
歩
色
葉
集
』
「
薗
」(2006.02.24)

。
「
小
蝶
」(2006.02.25)

。
「
日
影
」

↓

(2006.02.26
)

。
「
遊
」(2006.02.27

)

。

薗
小
蝶
遊
ニ
中

日
影
ニ
上

戯
レ

花
可
レ

遊
之
蝶
、
依
二

苑
寒
ニ
一

油
ニ
遊
也
。
日
ノ
影
ト
不
レ

可
レ

讀
。
似
二

景
ノ
字
ニ
一

日

008景
ト
可
レ

讀
レ

之
也
。
言
ハ
点
ス
ル
則
景
ノ
字
之
心
。
油
字
也
。
惣
シ
テ
小
蝶
ニ
ハ
用
二

胡
ノ
字
ヲ
一

。
爰
ニ
ハ
小
ハ
若
キ
也
。〔
謙

堂
文
庫
藏
四
左
⑤
〕

『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
条

『
運
歩
色
葉
集
』「
頗
」(2001.04.03

)

。「
本
意
」(2003.12.25

)

。「
背
」(2006.02.08

)

。

↓

頗
背
二

本
意
一

候
畢

頗
ハ
不
正
之
意
也
。〔
謙
堂
文
庫
藏
四
左
⑦
〕

009『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
条

広
本
『
節
用
集
』『
運
歩
色
葉
集
』「
楊
弓
」(1999.09.08

)

。「
雀
小
弓
」(2006.03.01)

。

↓

「
勝
負
」(2003.02.21)

。

將
又
楊
弓
・
雀
小
弓
ノ

勝
負
楊
弓
説
多
シ

。
唐
ノ
玄
宗
ヨ
リ
始
ル
。
雖
レ

愛
ス
ト
二

宗
三
千
人
ノ
后
妃
ヲ
一

、
楊
貴
妃
一

010人
寵
愛
也
。
餘
ノ
妃
妬
二

貴
妃
ヲ
一

作
二

小
弓
ヲ
一

射
ト
二

貴
妃
ヲ
一

。
云ﾃ

爲
二

調
伏
一

也
。
又
楊
妃
春
之
遊
ニ
用
二

小
弓
一

也
。

是
ヲ
人
謂
テ
号
ス
二

楊
弓ﾄ

一

。
此
時
ノ
的
ハ
云
レ

堋
ト
。
面
四
寸
ノ
桐
ノ
木
ヲ
以
テ
作
也
。
雀
ハ
禽
也
。
禽
ハ
鳥
ノ
惣
名
也
。

言
ハ
此
遊
ハ
禽
ヲ
立
物
ニ
シ
テ
射
ト
也
。
題
カ
三
十
二
様
ノ

雀

ノ
弓
有
。
雀
ノ
字
弓
法
ニ

雀
ト
讀
ム

也
。
其
時
ハ
者
禽
ニ
不

コ
ア
テ

コ
ア
テ

レ

可
レ

限
也
。
何
立
レ

物
シ
テ
而
射
也
云
々
。〔
謙
堂
文
庫
藏
四
左
⑦
〕

『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
条

『
運
歩
色
葉
集
』「
笠
懸
」(2006.03.02

)

。

↓

笠
懸
小
串
會

頼
朝
ノ
御
時
、
上
野
新
田
ノ
庄
ニ
シ
テ
的
ヲ
被
レ

射
。
々
手
ノ
内
笠
ヲ
被
ル
ニ
風
ニ
吹
落
一

。
頼
朝
面
白

011
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シ
其
射
ト
被
レ

仰
。
即
彼
被
レ

射
レ

笠
ヲ
遊
也
。
自
レ

是
始
ル
歟
。
今
ハ
的
ヲ
以
レ

革
作
也
。
馬
場
一
通
ニ
堀
レ

溝
ヲ
、
馬
ヲ
ハ
其

溝
ノ
中
ヲ
令
レ

走
也
。
如
二

流
馬
ノ
一

也
。
又
最
初
ハ
懸
レ

笠
ヲ
射
也
。
后
用
二

皮
的
一

也
。
射
手
ハ
十
騎
也
。
小
串
ト
云
ハ
的

ヤ
フ
サ
メ

ヲ
少
ク
張
串
ニ
差
シ
テ
堋
ニ
差_

立
也
。
又
的
ヲ
三
ニ
張
射
モ
有
也
。
又
三
ノ
生_

物
ヲ
書
モ
有
リ
。
又
的
ニ
付
レ

絲
ヲ
、
串
ニ

結_

付
上
ノ
方
ニ
付
タ
ル
絲
ヲ
ハ
上
ノ
横
木
ニ
差
ス
。
左-

右
ノ
絲
ハ
堋
ニ
差
也
。
又
大
ニ
的
ヲ
張
、
少
ク
結
二

縁
座
ヲ
一

串
ニ
差

シ
、
的
ノ
前
ニ
立
也
。
射
手
ノ
数
作
二

小
串
一

兩
方
ニ
置
。
射
手
ヲ
二
ニ
分
二
番
ニ
射
也
。
一
番
衆
的
ニ
射
當
タ
ル
的
時
串
ヲ

一
立
ツ
。
當
二
二

縁
座
一

則
二
串
ヲ
立
也
。
一
番
衆
二
番
衆
ニ
モ
大
將
其
ノ
内
ニ
有
。
大
將
ノ
射
ル
ニ
的
當
ル
ヲ
モ
一
矢
ヲ
二
ニ

當
テ
串
ヲ
二
充
立
也
。
縁
座
ニ
當
ル
ニ
況
ヤ
数
多
也
。
一
番
終
テ
二
番
衆
出
射
也
。
其
時
如
二

一
番
ノ
一

當
レ
ハ
即
前
串
ヲ
抜

ツ
ヽ

棄
也
。
一
番
ノ
数
程
不
レ

當
。
則
二
番
ノ

者
ノ
負
也
。
残
ノ
串
ノ
数
錢
ヲ
一
番
衆
取
也
。
又
二
番
衆
前
矢
数
串
ヲ
皆
抜
棄
又

串
ヲ
立
也
。
是
二
番
ノ
勝
也
。
一
番
立
所
ノ
串
ノ
数
ノ
錢
ヲ
出
也
。
兩
方
將
軍
ト
与
二

將
軍
一

負
勝
ニ
出
レ

錢
也
。
其
外
ハ
者

一
人
充
出
レ

錢
也
。
小
串
ノ
畫
ニ
ハ
書
雁
ヲ
也
。
雁
ニ
當
レ
ハ
勝
ナ
リ
。
〔
謙
堂
文
庫
藏
五
右
①
〕

『
庭
訓
徃
來
註
』
正
月
五
日
の
状

『
運
歩
色
葉
集
』「
草
鹿
圖
」(2000.10.17

)

。「
南
山
」
＝
「
圓
物
圖
」(1999.10.03

)

。

↓

草
鹿
（
大
弓
ノ
遊
也
）

圓
物
ノ

遊
、
草
鹿
ハ
仁
王
八
十
三
代
土
御
門
御
宇
正
平
年
中
頼
朝
冨
士
野
御
狩
也
。
此
時
牧

012狩
為
二

稽
古
一

。
鹿
ヲ
藁
ヤ
茅
等
ヲ
以
作
无
シ
テ
レ

足
自
レ

筒
上
計
也
。
頭
ヲ
向
レ

堋
尾
ヲ
向
二

射
手
ノ

方
一

習
也
。
无
ル
ル
コ
ト
レ

足
草
深
而
鹿
ノ
足
不
レ

可
レ

見
故
也
。
背
ヲ
見
ス
ル
事
ハ
比
ル
ノ
形
也
。
圓
物
ハ
皮
ヲ
以
圓
ク
張
也
。
御
所
皈
ト
也
。
何
レ
モ

布
皮
ヲ
堋
ト
ス
。
布
皮
ハ
色
々
獻
ヲ
七
野
ス
ル
ト
云
リ
。
又
的
之
表
ニ
圓
相
ヲ
回
ラ
シ
裡
ニ
鬼
ノ
字
ヲ
書
也
。
的
ハ
蚩
尤
カ
象

レ

目
ヲ
也
。
南
山
ニ
シ
テ
蚩
尤
ヲ
□
伏
也
。
故
ニ
南
山
ト
書
而
南
山
ト
可
レ

讀
也
。〔
謙
堂
文
庫
藏
五
右
⑩
〕

ア

ツ

チ

こ
の
資
料
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
古
註
本
文
は
共
通
し
て
い
る
が
、
余
白
の
書
込
み
部
分
は
独
自
の
内
容
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
内
容
の
国
語
学
的
な
解
明
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
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『
庭
訓
往
來
』
本
文
の
語
に
つ
い
て

「
軽
重
」
と
い
う
語
は
、
大
槻
文
彦
編
『
大
言
海
』
を
繙
く
と
、

け
い-

ぢ
ゆ
う
【
輕
重
】〔
名
〕〔
ヂ
ュ
ウ
は
、
呉
音
〕
か
ろ
き
と
、
お
も
き
と
。
周
禮
、
秋
官
篇
、
司
寇
「
以
辨
二

罪
之
輕
重
一

」
左
傳
、

宣
公
三
年
「
楚
子
問
二

鼎
之
大
小
輕
重
一

」
韓
愈
、
送
殷
員
外
序
「
豈
不
下

眞
知
二

輕
重
一

大
丈
夫
上

哉
」
申
子
「
懸
權
衡
一

、

以
稱
二

輕
重
一

」
※
庭
訓
往
來
、
八
月
「
火
印
追
放
已
下
、
隨
二

事
輕
重
、
其
人
是
非
一

、
可
レ

被
レ

行
レ

是
」
〔2-0147-2

〕

け
い-

ち
ョ
う
【
輕
重
】
〔
名
〕
〔
チ
ョ
ウ
は
、
漢
音
〕
前
條
の
語
に
同
じ
。
輕
重
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
は
、
優
る
と
も
、
劣
る
と
も
、

定
め
ら
れ
ず
の
意
な
り
。
〔2-0147-2

〕
」

と
あ
っ
て
、
こ
の
熟
語
の
訓
み
が
二
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
見
る
に
、
「
け
い-

ぢ
ゆ
う
」
の
用
例
と
し
て
本

書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
を
文
明
十
四
年
本
で
見
る
と
、

「
キ

ヤ

ウ
チ
ウ
ニ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
頭
部
に
、
「
輕

重
」
と
記
載
さ

キ
ヤ
ウ
ジ
ユ
ウ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
現
代
の
国
語
辞
書
で
あ
る
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
を
繙
い
て
み
よ
う
。
※
「
こ

と
ば
の
溜
池
」
〔
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
日
付
〕
を
参
照
し
て
纏
め
て
お
く
。

き
ょ
う-

じ
ゅ
う
【
輕
重
】
〔
名
〕
軽
い
か
重
い
か
と
い
う
こ
と
。
主
に
罪
の
重
さ
な
ど
、
抽
象
的
な
事

柄
に
つ
い
て
い
う
。
け
い
じ
ゅ
う
。
け
い
ち
ょ
う
。
＊
続
日
本
紀-

和
銅
七
年(

七
一
四)

六
月
癸
未
「
大
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二

赦
天
下
一

、〈
略
〉
罪
無
二

軽
重
一

」
＊
太
平
記(

一
四
世
紀
後)

二
・
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
「
頸
械
手
杻
を
入
ら
れ
、

罪
の
軽
重
を
糺
す
ら
ん
も
、
か
く
や
と
思
知
れ
た
り
」
＊
羅
葡
日
辞
書(

一
五
九
五)

「Sim
plarius

〈
略
〉
カ
フ
チ
ヲ

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ

ウ
ケ
ザ
ル

ヨ
ロ
イ
、
コ
レ

ヨ
ロ
イ
ニ

ヨ
ッ
テ

フ
チ
ノ

qio
<giu

<
(

キ
ヤ
ウ
ヂ
ュ
ウ)
ア
リ
タ
ル

ユ
エ

ナ
リ
」
＊
日
葡
辞
書(

一
六
〇
三-

〇
四)

「
ト
ガ
ノqio

<giu
<ni(

キ
ヤ
ウ
ヂ
ュ
ウ
ニ)

シ
タ
ガ
ッ
テ

ツ
ミ
ニ

ヲ
コ

ナ
ウ
〈
訳
〉
罪
の
軽
重
に
応
じ
て
刑
罰
を
言
い
渡
す
」
＊
浄
瑠
璃
・
博
多
小
女
郎
波
枕(

一
七
一
八)

下
「
つ
み
の
軽
重

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ

明
白
た
り
」
」
と
し
て
い
て
、
本
書
の
用
例
は
見
え
な
い
。
さ
ら
に
、
古
辞
書
広
本(

文
明
本)

『
節
用
集
』
〔
文
明
六

年(

一
四
七
六)

頃
成
立
〕
に
は
、

輕
重(

キ
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
ウ
・
ヲ
モ
シ
／
ケ
イ
・
カ
ロ
シ
、
カ
サ
ナ
ル)

[

平
軽
去
・
平
去]

。
〔
態
藝
門

③
〕

830

と
あ
っ
て
、
「
キ
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
ウ
」
の
訓
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
田
祝
夫
著
『
文
明
夲
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
〔
勉

誠
社
刊
〕
で
は
、
「
キ
ヤ
ウ
ヂ
ユ
ウ
」
と

表
記
し
て
易
林
本
・
饅
頭
屋
本
『
節
用

集
』「
軽
重
」
及
び
『
落
葉
集
』「
軽
重
」

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ

き
や
う
ぢ
う

の
訓
み
と
同
じ
に
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
重
」
の
音
は
、

漢
音
「
チ
ョ
ウ
・(

ト
ウ)

」
、
呉
音
「(

シ
ュ)

」
、
慣
用
音
「
ヂ
ュ
ウ
」
で
あ
る
か
ら
し
て
、
「
軽
」
の
漢
音
「
ケ
イ
」
、

呉
音
「(

キ
ャ
ウ)

」
、
唐
音
「(

キ
ン)

」
の
語
で
あ
る
か
ら
し
て
、
朱
書
き
の
音
表
記
「
ケ
イ
ヂ
ヨ
ウ
」

で
漢
音
読
み
と
見
る
こ
と
と
、
「
キ
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
ウ
」
で
呉
音
と
漢
音
混
在
の
訓
み
を
採
る
か
問
題
を
残

し
て
い
る
語
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
古
版
『
庭
訓
徃
来
註
』
で
は
、
「
輕-

重
」
と
し
、
そ
の
他
注
釈
版

ケ
ウ

ヂ
ウ

本
類
『
庭
訓
徃
来
捷
註
』
『
庭
訓
往
來
精
注
鈔
』『

絵入

庭
訓
往
來
諺
解
』
で
は
、
「
輕
重
」
〔
漢
音
＋
慣
用
音
〕
で

て
い
き
ん
わ
う
ら
い
せ
う
ち
う

て
い
き
ん
わ
う
ら
い
せ
い
ち
う
せ
う

け
い
ぢ
う
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表
記
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
大
槻
文
彦
著
『
大
言
海
』
の
見
出
し
語
表
記
及
び
用
例
は
、
こ

の
江
戸
時
代
の
注
釈
本
類
の
訓
み
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
で
も
、
索
引
に

依
拠
し
て
い
て
本
文
確
認
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
広
本
『
節
用
集
』
の
「
き
ょ
う-

じ
ょ
う
」
乃
至
「
け
い-

じ
ょ
う
」

ぢ

ぢ

の
語
は
載
録
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
だ
、
多
く
の
室
町
時
代
語
の
内
容
理
会
の
た
め
に
も
こ
の
『
庭
訓
往
來
』
及
び
そ
の
古
注
釈
書
で
あ
る
『
庭
訓
往

來
註
』
の
コ
ト
バ
群
を
逐
次
詳
細
に
調
査
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。


